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北
緯

三

六
度

十

五

分

・
東

経

七

四

度

四

十

分

・
海

抜

二

四
〇

〇

m
。

パ
キ

ス
タ

ン
北
部

地
域

ギ

ル
ギ

ッ
ト

県

の
中

に
位

置

す

る
谷

の

一
つ
、

フ
ン
ザ

の
、
中

心
的

な

町

で
あ

る
カ
リ

マ
バ
ー
ド

は
そ

こ

に

あ

る
。

　

「
桃

源

郷
」

と
称

さ

れ

る
、
世

界

三
大

長

寿

の
里

の

一
つ
。
ジ

ェ

ー

ム
ズ

・
ヒ
ル
ト

ン

の
小

説

『
失

わ
れ

た
地
平

線
』

に
登

場

す
る
、

「
シ

ャ
ン
グ

リ

・
ラ
」

の
ネ

タ
元

で
あ

る
と
言

わ

れ
、
或

い
は
宮

崎

駿

の
映

画

『
風

の
谷

の
ナ

ウ

シ
カ

』

の
、

「
風

の
谷
」

の
イ

メ

ー
ジ

杏乾しの風景(屋 根の上の円形に並ベ られているものが杏)

[リレー連載]

先住民たちの現在
〈23>

の
元

な

の
で

は
な

い
か

と
噂

さ
れ

て

い
た

こ

と
す
ら

あ

る
。
朝

起

き

て
宿

の
部

屋

の
扉
を

開
け
ば

、

出
迎

え

る
は
、

渓
流

川
下

の
方

角

に

威

風
堂

々
と

ラ
カ
ポ

シ
峰

(七
、
七
八
八
m
)
。

振

り
返

っ
て
傾

斜

の
上
方

を
見

や
れ

ば
、

十
五

年
前

に
登

山
家

・
長

谷
川

恒
男

が
遭

難

し
た

ウ

ル
タ

ル
峰

(七
、
三
八
八
m
)
が

望

め

る
。

そ

ん
な

谷

が
、

フ

ン
ザ

で
あ

る
。

　

そ

の

フ

ン
ザ

で
話

さ

れ

て
い
る
言

語

の
内

の
、
最

大

の
言
語

が
ブ

ル

シ

ャ
ス

キ
ー

語

(bご
d一「ρ一〇り
}一
餌
Qり
一く圃)

で
あ

り
、

筆

者

の
ブ

ル

シ

ャ

アフガニスタン

ヤスィン谷

カ リマバー ド

ギルギツF

パキスタン

中国

ゴジャール地方_

フンザ谷

ラカポシ峰

タジキスタジ

ア
フ
ガ

ニ
ス
タ

ン

イスラマバード

パキスタン

モミナバ ー ド

ナゲル谷

中国

イ ンド
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ス
キ

ー
語
調

査

は
カ

リ

マ
バ
ー
ド

を
中

心

に
し

て
行

わ
れ

て

い
る
。

　

ブ

ル
シ

ャ
ス
キ
ー

語

は
言
語

的
系
統

関
係

が
判

っ
て
い
な

い
言
語

の

一
つ
で
あ

り
、

ブ

ル

シ

ャ
ス
キ

ー
語

を
話

し

、
言

語
名

を
提

供
し

て
も

い
る

民
族

で
あ

る
ブ

ル
シ

ョ
人

(
bd
⊆
「
二
ω
げ
○
)
も

同
様

に
、
民

族

的
系

統
関

係

が
判

っ
て

い
な

い
。
特

徴

的
な

の
は
そ

の
瞳

で
、
西

洋

人
を

髪
髭

と

さ
せ

る
青

や
緑

の
虹
彩

を
持

つ
者
が
多

く

居

る
。

こ

れ
も

ま
た

一
部

の
、
推

測

の

み
の
噂
話

だ

が
、

か

の
有

名

な

ア

レ
キ

サ

ン
ダ

ー
大

王

の
大
遠

征
、

そ

の
際

に
現

地

に
残

っ
た
兵

士
を

先
祖

と
し

て

い
る

の
で
は

な

い
か
と

い
う

風
聞

も
、

実
し

や

か

に
、

そ
し

て
時

に
は
伝

説
的

に
、

流

れ

て

い
る
。

数
多

く

立

っ
て

い
る
噂

も
、

フ

ン
ザ

の
神

秘
的

な
魅

力

に
起

こ
さ

せ
ら

れ

て

い
る

の
だ

ろ
う

か
。

　

と

は
言

え
、
彼

ら

も
今

は
伝
説

を
生

き

て

い
る

わ
け

で
は

な

い
。

精

を
出

し

た
り
出

さ

な

か

っ
た

り
、
毎

日

を
働

い
た
り
遊

ん
だ

り

し

て
暮

ら
し

て

い
る
。

　

ブ

ル
シ

ョ
人

は
主

に
農
業

・
畜

産

・
木

工
を

生
業

と

し

て
来

て

い

る
。
勿

論

、
そ

の
他

に
狩

猟

・
漁
撈

な
ど

も

す
る

し
、
現

代

で
は
観

光
業

(登

山

・
観

光

)
が

主
要

な
仕

事

で
あ

る
。
中

国

と
パ

キ

ス
タ

ン

と
を
結

ぶ
カ

ラ

コ
ラ
ム

・
ハ
イ

ウ

ェ
イ

(囚
内
=

"
カ

シ

ュ
ガ

ル

(中
国

)　

　

ラ
ー

ワ

ル
ピ

ン
デ

ィ
ー
/

イ

ス
ラ

マ
バ

ー
ド

(
パ

キ

ス

タ

ン
)
間

)

の

一
九

七

八
年

の
開
通

以
来

、

こ

の
地

域

は
急
速

に
現

代
化

し

た
と
言

わ

れ
て

お
り
、

生
活

文
化

も
変

貌

し
た

こ
と

が
推

測

さ

れ
る
。

特

に
、

カ
リ

マ
バ
ー
ド

の
山
側

の
隣

町

で
あ

る

バ

ル
テ

ィ

ッ
ト

が

か

つ
て
、

フ

ン
ザ

王

国

の

王

[9
四
ヨ
]

の
在

す

「
首

都

」

ブルシャスキー語を話す人々
Yoshioka　 Noboru

吉岡 乾

リ
レ
ー
連
載
▼
先
住
民
た
ち
の
現
在
2
3

で

あ

っ
た
為

、
新

文

化

の
到

来

、
旧

文

化

の
喪

失

も

取

り

分

け

早

く
、

そ

し

て
速

か

っ
た

こ
と

で
あ

ろ
う
。

今

や

王

城

バ

ル

テ

ィ

ッ

ト

・
フ
ォ
ー

ト
は
、

観
光

地
化

し

た

フ
ン
ザ

の
中

で
も
屈

指

の
観
光

ス
ポ

ッ
ト
だ
。

　
観

光
以

外

の
各
産

業

の
中

で
特

に
民
族

性

が
色
濃

い

の
は
、

木

工

で
あ

る
。

そ

し

て
、

そ

の
際

に
関
連

し

て
語

ら
れ

る

べ
き
は
、

カ
リ

マ
バ
ー

ド

の
川

側

の
隣
村

で
あ

る

モ

ミ
ナ

バ
ー
ド

で
あ

ろ
う

。

こ
の

村

は
、
恐

ら
く

ロ

マ
人

(
い
わ

ゆ

る

「
ジ

プ

シ
ー
」
)

と
同

系

で

あ

る

と
推
定

さ

れ
る
、

ド

マ
人

と

い
う
民
族

が
構

成

し

て

い
て
、

彼

ら

は
鍛

冶
業

に
秀

で
て

い
る

(現

在
、

彼

ら
も
ブ

ル
シ

ャ

ス
キ

i
語

を

日
常

語

と

し

て

い
る
)
。

ブ

ル
シ

ョ
人

の
木

工
業

と

ド

マ
人

の
鍛
冶

業

と
が
、

昔

か
ら
今

に
亙

っ
て
、
見

事

な
相
補

的

分
業

を
な

し
続

け

て

い
る

の

で
あ
る
。

な

お
、
ブ

ル
シ

ョ
人
も

ド

マ
人
も
、

音
楽

家
集

団

と

い
う

側

面
を
持

っ
て

い
る
が
、

し

か
し

そ

の
音

楽

も
や

は
り
、

楽

器

の
種

類

や
リ
ズ

ム
か
ら

し

て
、

互

い
に
別

物

で
あ

る
。

　

フ

ン
ザ

に
は

こ

の
様

に
、
ブ

ル
シ

ョ
人

の
他

に
も
多

く

の
民
族

が

共
存

し

て

い
る
。
渓

流

フ

ン
ザ

川

沿

い

に

内
内
=

を
渕

っ
た

、
上

フ

ン
ザ

(
ゴ
ジ

ャ
ー

ル
地

方
)

に
は
、

ワ
ヒ

ー
語
を

話
す

ヒ
ク
人

(ブ

ル

シ

ャ
ス
キ
ー

名

で
、

グ

イ

チ

ョ

[ひq
風
α
○
]
)
、

隣
村

に

は
ド

マ
人

(同

じ
く

、

ベ
リ

チ

ョ

[σ
騨
叡
○
]
)
が

、
そ

し

て
下
流

に
は

シ

ナ
ー

語

を
話

す

シ
ー

ン
人

(同

じ

く
、

シ

ェ
ー

ン

[器
①
コ
]
)
が

住

ん

で

い

る

。

更

に

ブ

ル

シ

ョ

人

の

中

で

も

幾

つ

も

の

部

族

『
0
9
三
α
8
]

が

存
在

し

、
冠

婚
葬

祭

は

基
本

的

に
、

部
族

内

で
協
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力

し
合

っ
て
催

さ

れ

て

い
る
。

例

え
ば

カ
リ

マ
バ
ー
ド

辺

り

に
は
四

つ

の

部

族
、

デ

ィ

ラ

ミ

テ

ィ

ン

[
含

、鋤
ヨ
三

d
]
、
ブ

ロ

ー

ン

[夏

a

O
ご
]
、

バ

ラ

タ

リ

ン

[σ
餌
「
騨
巴
δ
]
、

ク

ル

ク

ツ

[ρ
げ
脅
午

巨

o
]

が
住

ん

で

い
る
。

　
或

る

日
、
周

辺

で
最

も
見

晴
ら

し

の
良

い

バ
ル
テ

ィ

ッ
ト

・
フ

ォ

ー

ト

で
日
向

ぼ

っ
こ
を

し

て

い
た
所
、

近
く

の
高

台

に

一
人

の
男

が

駆

け
上

が

っ
て
行

っ
て
、
大

声

で
何

か
を
叫

び
出

し

た

こ
と
が

あ

っ

た
。

彼

は

チ

ャ

ル
ブ

[α
費
σ
⇔
]

と

い

い
、

集
落

の
、
言

わ
ば

放

送

係

を

担

う

公
務

員

だ

。

チ

ャ

ル
ブ

は
集

落

で

一
番

高

い
場

所

へ
行

き

、
声

を
張

り
上
げ

て
集

落

中

に
伝
達

を

す
る
。

そ

の
時

の
情
報

は

卦

音

で
あ

り
、

「
×

×
に
住

ん

で

い
る
○

○

さ

ん

が
亡

く

な

っ
た
。

ブ

ロ
ー

ン
は
葬

儀

の
準

備

に
掛

か
れ
」

と

い

っ
た
内
容

で
あ

っ
た
。

亡

く
な

っ
た
○
○

さ

ん
が
ブ

ロ
ー

ン
族

の

一
人

で
あ

っ
た

こ

と
が
判

る

。
数

分
間

叫
び

続

け

て
、

彼

は
高
台

か
ら
姿

を
消

し
た

。
拡

声
器

も

使

わ
ず

に
集
落

中

に
声
を

響

か
せ

る
彼

の

ア
ナ
ウ

ン
ス
は
、

多
く

て
週

に

一
、

二
度

は
聞

か
れ
た
。

大
概

は
訃
報

で
あ

っ
た
。

　

現
在

、
ブ

ル
シ

ャ
ス
キ
ー

語

は
別
段

、
学

校

で
教

育

さ
れ

て

い
る

わ
け

で
も

な

い
し
、
新

聞

・
雑
誌

な

ど
が

発
行

さ
れ

て

い
る

わ
け

で

も

な

い
。

そ
も

そ
も
、

ブ

ル
シ

ャ
ス
キ
ー

語

に
は
文
字

が
無

い
。

パ

キ

ス
タ

ン
南

部

の
都
市

カ
ラ
チ

の
、

カ

ラ
チ
大

学

に
程
近

い
集

合
住

宅

の

一
角

に
あ

る

「
ブ

ル
シ

ャ

ス

キ
ー

語

研

究

所

(bU
二
歪

警
霧

江

閑
①
ω
①
舘
o
プ

>
o
⇔
α
①
ヨ
》・)
」

の
研

究

員

な

ど
、

ウ

ル
ド

ゥ
ー

文
字

を

元

に
し

て
考
案

さ

れ
た
ブ

ル

シ
ャ
ス

キ
ー
文
字

を
使

お
う

と
し

て

い

ブルシャスキー語を話す人々

る
人

々
も

居

る
が
、
音

韻
特

徴

を
考
慮

す

る

と
決

し

て
適

当

で
は

な

い
そ

の
文
字

は
、

普

及

に
難

い
で
あ

ろ
う

。

フ

ン
ザ

で
の
調
査

中
、

文

字

に
起

こ
そ

う
と

す

る
話

者

が
居

て
も

、
大

概

は
ラ

テ

ン
文

字

に

記

号

を
加

え
た
表

記

を
用

い
る
。
ブ

ル
シ

ャ
ス
キ

ー
語

に
関

す

る
欧

文

研
究

書

を
見

て
、

見
真
似

で
表
記

法
を

借
用

し

て

い
る

の
だ
。

だ

が
し

か
し

、
そ

れ

に
も
数
種

類

の
書

法
が

あ

り
、
広

く
普

及

し
た

正

書

法

と

い
う

の
は
存

在
し

な

い
と
言

え

る
。

　

但

し
、
物

理

的
な

言
語

保
存

を
受

け

て

い
な
く

と
も
、

地
域

共

通

語

と
し

て
は
力
強

く

、

フ

ン
ザ

に
住

ん

で

い
る
ブ

ル

シ

ョ
人
達

の
日

常

生

活

は
、
全

て
が

ブ

ル
シ

ャ
ス

キ
ー

語

で
賄

わ

れ

て

い
る
。
勿

論

、

子
供
達

も

習
得

し

て
お
り

、
彼

ら

が
学
校

で
習

っ
て

い
る
国
語

の
ウ

ル
ド

ゥ
ー
語

で
す

ら
、
町

の
中

で
は
全

く
聞

こ
え

て
来

な

い
。

隣
村

の
モ
ミ

ナ

バ
ー
ド

で
は
、

彼

ら
ド

マ
人

の
民
族

語

で
あ

る
ド

マ

ー

キ
ー
語

(
イ

ン
ド

・
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
語
族

)

が
、
ブ

ル

シ
ャ

ス
キ
ー

語

に
淘
汰

さ

れ

つ

つ
あ

る
状
況

に
あ

る
。

ウ

ル
ド

ゥ
i
語

を

使
用

で

き
な

い
ド

マ
人

の
老

人

も
ブ

ル
シ

ャ
ス
キ
ー
語

は
必
ず
使

用

で

き
る

し
、

中
年

以
下

の
男

性

や
子
供

達

は
最

早
、

ド

マ
ー

キ
ー
語

を
僅

か

な
語

彙

し
か
知

ら

な

い
。

フ

ン
ザ

谷

に
留

ま

ら
な

い
範

囲

で
、
ブ

ル

シ

ャ
ス
キ
ー
語

の
地

位

は
そ

れ
程

に
も
強

く

保
た

れ

て

い
る
。
人

口

的

に
も
保

存
力

的

に
も

、
ブ

ル
シ

ャ
ス
キ

ー
語

は

「
消

滅

の
危
機

に

瀕

し

て

い
る
言

語
」

で
は
な

い
。

　

そ
れ

で
も

一
方

で
、
ブ

ル

シ
ャ

ス
キ
ー
語

へ
の
、

ウ

ル
ド

ゥ
ー
語

か
ら

の
影
響

も
隠

せ
な

い
。
新

し

い
事
物

と

共

に
語
彙

を
取

り
入

れ
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リ
レ
ー
連
載
▼
先
住
民
た
ち
の
現
在
2
3
99

◆ブル シャスキー語 の特 色

　 ブ ル シ ャ ス キ ー 語 は パ キ ス タ ン北 部 地

域 、 フ ンザ 、 ナ ゲル 、 ヤ ス ィン とい う三 っ

の 谷 で主 に用 い られ て お り、大 まか に 、谷

ご とに 方言 差 が あ る。 言語 系統 は不 明 で基

本 語 順 はSOV、 膠 着 的 な 分 裂 能 格 言 語 。

高低 ア ク セ ン トを持 ち、反 り舌 音 や反 響 語

(echo　 wOrd)な どが イ ン ド的 言 語 特 徴 と

して 見 られ る。 子音y[LL[]が 通 言 語 的 に

珍 しい。 名 詞 クラ スが 四 つ あ り、 概 して、

ヒ ト男性 、 ヒ ト女 性 、 具体 物 、 抽 象物 が そ

れ ぞ れ に分 類 され る。 妖精 や魔 物 は、 ヒ ト

女性 か具 体 物 か に属 す 。一部 、 所 属 主 を義

務 的 に 明示 しな け れ ばな らな い名 詞 、 形容

詞 が あ り、例 え ばa-riiD「 私 の 手 」、9u-

rfio「 あ なた の 手 」(a-「 私 の 」、　gu-「 あ な

た の」)に 含 ま れ て い る 名 詞 要 素 一1"111〕

「手 」 は、 単 独 で は 用 い られ な い。 数 詞 は

20進 法 と10進 法 との組 み合 わ せ に な っ て

い て 、例 え ば 「494」 は、walti　 tha　 ke

walti　 altar　 tiu-ma　 walti(「4」 × 「100」

「&」14」 × 「20」十 「10」+「4」)と な る。

　 以 下 、 フ ンザ 谷 の方 言 で の 、簡 単 な 会話

フ レ ー ズ を紹 介 す る。assalaam　 aleikum

「こ ん に ち は」、leei「 や あ(男 性 に)」、

seei「 や あ(女 性 に)」、　be　hal　bila?「 元 気

です か?」 、 蓉ua　baa.「 元 気 です 」、　besan

gufk　 bila?「 お 名 前 は何 で す か?」 、　jaa

eek　ali　bila.「 私 の 名 前 は ア リで す」、　awa

「は い」、beya「 い い え 」、　qhudaayaar

「さ よ う な ら」、hik　 ke　guye蕊am。 「ま た

お会 い し ま し ょう」

　 面 白い表 現 として は、 何 か を失敗 した 時

の 「し まっ た!/し くじ った!」 に 妥当 す

る 表 現 が あ り、jaa　 huk　 siyam!と 言 う。

意 味 は、 「犬 を食 べ て しま った!」 で あ る。

ブ ル シ ョ人 の食 材 に犬 は含 まれ て い ない 。

また、 「良 い 人 で は あ る の だ が 、 ど こか 今

一 っ」 で あ る人 は、hiran　 qua　bai,　isiunal

api.「 人 は 良 い、 尻 尾 が 無 い」 と蔭 で 言 わ

れ て し ま うだ ろ う。尻 尾 まで 生 え た 「完 壁

な」 人 に は、 い まだ か つ てお 目に掛 か った

こ とが な い が。
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